
4
・
5
月
の
担
当
医

4月
１
日
（
日
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

８
日
（
日
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

15
日
（
日
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

22
日
（
日
）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

29
日
（
　
）
近
藤
史
郎
（
近
藤
医
院
）

30
日
（
　
）
細
江
昭
比
古
（
市
立
中
原
診
療
所
）

5月
3
日
（
　
）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

4
日
（
　
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

5
日
（
　
）
中
田
宗
彦
（
中
田
医
院
）

６
日
（
日
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

13
日
（
日
）
藤
岡
　
均
（
藤
岡
医
院
）

20
日
（
日
）
大
林
秀
成
（
萩
原
北
醫
院
）

27
日
（
日
）
黒
木
尚
之
（
黒
木
医
院
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　

24
‐
１
２
０
０

　

診
療
科
目
　　
内
科
、
小
児
科

　
　
　
　
　
　
（
急
病
患
者
に
限
り
ま
す
）

　

診
療
日　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

診
療
時
間　　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
事
前
電
話
の
方
の
診
察
を
優
先
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

木
・祝

土
・祝

金
・祝

月
・休

日
・祝

予
防
で
き
、
年
々
増
大
す
る
医
療
費
の
抑
制
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
下
呂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
受
診
券

に
同
封
し
て
あ
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

下
呂
市
は
、
脳
血
管
疾
患
で
治
療
し
て
い
る

人
の
割
合
が
岐
阜
県
21
市
の
中
で
２
番
目
に
多

い
（
平
成
28
年
度
）
状
況
で
す
。
そ
の
脳
血
管

疾
患
の
最
大
の
危
険
因
子
が
「
高
血
圧
」
で
す
。

高
血
圧
に
な
る
原
因
は
遺
伝
や
生
活
習
慣
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
中
で
も
「
塩
分
摂
取
」

と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
健
診
の
通
常
の
尿
検
査
に
加
え
、

尿
中
塩
分
測
定
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
検
査
は

朝
一
番
（
早
朝
）
の
尿
を
調
べ
る
こ
と
で
、
前

日
に
摂
取
し
た
塩
分
量
が
推
測
で
き
る
の
で
、

ご
家
庭
な
ど
で
の
普
段
の
塩
分
量
摂
取
の
目

安
が
わ
か
り
ま
す
。
下
呂
市
で
は
健
康
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
下
呂
市
医
師
会
や
下
呂
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
、
下
呂
市
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
、
学
校

や
商
工
会
等
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
「
減
塩
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
健
診
を
受
け
、
そ
の

結
果
を
ご
自
分
の
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

特
定
健
診
・
す
こ
や
か
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
補
助

　

市
民
課　
　
　

☎
24
・
２
２
２
２　

若
者
健
診
・
が
ん
検
診
等

　

健
康
医
療
課　

☎
53
・
２
１
０
１

加
し
て
お
り
、
予
防
の
た
め
に
は
若
い
う
ち
か

ら
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
大
切
で
す
。
そ
こ

で
、
下
呂
市
で
は
市
民
の
皆
様
が
よ
り
健
康
で

年
を
重
ね
ら
れ
る
よ
う
、
今
ま
で
健
診
を
受
け

る
機
会
の
な
か
っ
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方

を
対
象
に
「
若
者
健
診
」
を
始
め
ま
す
。
詳
し

く
は
２
月
に
郵
送
し
た
「
下
呂
市
が
ん
検
診
等

申
込
調
査
票
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
希

望
さ
れ
る
方
で
申
し
込
み
が
お
済
み
で
な
い
方

は
健
康
医
療
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
呂
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

　

人
間
ド
ッ
ク
や
職
場
で
健
診
を
受
け
ら
れ
た

場
合
の
健
診
結
果
に
つ
い
て
、
国
保
加
入
者
の

健
康
状
況
を
把
握
し
、
特
定
保
健
指
導
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
た
め
、
健
診
結
果
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
下
呂
温
泉
病
院
と
金
山
病
院
で
人
間
ド
ッ

ク
を
希
望
さ
れ
る
（
40
歳
以
上
）
の
方
は
事
前

申
請
で
費
用
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。
健
診

を
受
け
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
疾
患
を

　

皆
さ
ん
は
毎
年

健
康
診
査
を
受
け

て
い
ま
す
か
？
以

前
は
市
町
村
が
住

民
健
診
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
平

成
20
年
度
に
法
改

正
が
あ
り
、
健
診

は
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
が
40

歳
以
上
を
対
象
に

実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す

（
特
定
健
診
）。

　

し
か
し
、
40
歳

未
満
の
若
い
年
代

で
も
高
血
圧
や
糖

尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
が
年
々
増

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
よ
り
15
歳
か
ら
の

「
若
者
健
診
」
が
始
ま
り
ま
す

若
者
健
診
・
下
呂
市
特
定
健
診
に
尿

中
塩
分
測
定
を
加
え
ま
す

健康医療課

　 健診名 年齢（平成30年度） 　　　　　　　　受診方法等
 15～18歳になる方 個別にご案内します。（自己負担無料）
 19歳になる方 希望者はお申し込みください。
若者健診  国保加入者 5月に受診券と案内を送付します。
 20～39歳になる方 国保加入者 希望者はお申し込みください。  以外の方
  国保加入者 5月に受診券と案内を送付します。
特定健診 40～74歳の方 国保加入者 加入している医療保険者が
  以外の方 実施します。
ぎふ・ 75歳以上の方 5月に受診券と案内を送付します。すこやか健診 （一部65歳以上の方も含まれます。）
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平
成
30
年
４
月
の
診
療
報
酬
改
定
で
、

保
健
医
療
機
関
相
互
間
の
外
来
機
能
の
分

化
を
推
進
す
る
た
め
、
一
般
病
床
４
０
０

床
以
上
の
地
域
医
療
支
援
病
院
で
は
、「
初

診
に
際
し
、
他
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介

状
な
し
に
受
診
す
る
場
合
」
は
、
選
定
療

養
費
の
受
診
時
定
額
負
担
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
に
基
づ
き
、
高
山
赤
十
字
病

院
に
お
い
て
も
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

初
診
時
選
定
療
養
費
を
次
の
と
お
り
徴
収

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。（
選
定
療
養
費
の
徴
収
は

全
て
の
時
間
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

■
徴
収
金
額
（
税
別
）

　

改
定
前
：
２
０
０
０
円

　

改
定
後
：
医
科
５
０
０
０
円

　
　
　
　
　

歯
科
３
０
０
０
円

■
次
の
場
合
は
徴
収
対
象
外
と
な
り
ま
す

　

他
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
状
を
持
参

し
た
場
合

　

緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合

　

高
山
赤
十
字
病
院
の
別
の
診
療
科
に
通

院
中
の
場
合

　

国
の
公
費
負
担
医
療
制
度
の
受
給
対
象

の
場
合

　

受
診
後
に
入
院
と
な
っ
た
場
合

問
合
先　

高
山
赤
十
字
病
院

　
　
　
　

☎
０
５
７
７
・
32
・
１
１
１
１

平
成
30
年
度
保
険
料
率

健
康
保
険
料
率
・
介
護
保
険
料
率
が
変
更

と
な
り
ま
す

平
成
30
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら

●
健
康
保
険
料
率
：
９
・
91
％

　
　
　
　
　
　
（
０
・
04
％
引
き
下
げ
）

●
介
護
保
険
料
率
：
１
・
57
％

　
　
　
　
　
　
（
０
・
08
％
引
き
下
げ
）

と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
全
国
健
康
保

険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

高
山
赤
十
字
病
院
に
お
け
る
初
診
時

の
選
定
療
養
費
が
改
定
さ
れ
ま
す

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

岐
阜
支
部
に
加
入
の
皆
さ
ま
へ

　

金山病院の役割

　

下
呂
市
立
金
山
病
院
で
は
平
成
29
年
、
一
年

間
に
６
２
８
人
、
８
８
１
回
の
入
院
利
用
が
あ

り
ま
し
た
。
１
０
０
人
が
２
回
か
ら
18
回
入
院

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
別
で
は
、
下
呂
市
70
％
、
白
川
町
20
％
、

七
宗
町
４
％
、
関
市
、
和
良
町
、
東
白
川
村
、

そ
の
他
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

70
歳
以
上
は
52
％
、
80
歳
以
上
34
％
。
15

歳
以
下
は
18
％
で
す
。
性
別
は
、
全
体
で
は

男
性
49
％
、
女
性
51
％
で
す
が
、
70
歳
以
上

で
は
男
性
45
％
、
女
性
55
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

入
院
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
は
、
多
い
順

か
ら
胃
腸
炎
や
胆
石
症
、
胃
が
ん
、
大
腸
が

ん
な
ど
の
消
化
器
関
連
33
％
、
肺
炎
、
気
管

支
炎
な
ど
の
呼
吸
器
系
18
％
、
乳
が
ん
な

ど
の
皮
膚
軟
部
組
織
12
％
、
筋
、
骨
、
関

節
な
ど
の
整
形
外
科
関
係
11
％
、
そ
の
他

神
経
系
、
循
環
器
系
、
内
分
泌
代
謝
系
な

ど
が
続
き
ま
す
。
複
数
の
病
名
に
よ
る
入

院
、
入
院
中
に
ほ
か
の
病
気
が
発
生
し
た

患
者
さ
ん
も
あ
り
ま
す
が
、
分
類
は
主
に

治
療
を
行
っ
た
原
因
疾
患
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

院
内
で
の
死
亡
例
は
５
．
５
％
49
人
で
、

17
人
は
心
肺
停
止
の
状
態
で
運
ば
れ
て
き
た

患
者
さ
ん
で
す
。13
人
が
末
期
が
ん
で
し
た
。

そ
の
他
肺
炎
、
心
臓
病
、
老
衰
な
ど
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
悪
性
腫
瘍
に
関
連
す
る

入
院
は
21
％
で
し
た
。
胃
が
ん
、大
腸
が
ん
、

乳
が
ん
な
ど
の
手
術
、
そ
の
前
後
の
抗
が
ん

剤
治
療
や
術
後
の
合
併
症
、
が
ん
の
進
行
に

よ
る
様
々
な
症
状
で
入
院
治
療
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
方
々
が
含
ま
れ
ま
す
。
金
山
病
院
で

は
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
な
ど
手
術

の
ほ
と
ん
ど
は
当
院
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

危
険
な
合
併
症
を
抱
え
る
患
者
や
、
肺
が
ん
な

ど
専
門
の
治
療
が
必
要
な
場
合
は
大
学
病
院
な

ど
連
携
す
る
病
院
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
患
者
さ
ん
や
、他
病
院
で
、手
術
を
行
っ

た
後
、
当
院
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
患
者
さ
ん
の

術
後
療
法
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
今
後
二
人
に
一
人
が
が
ん
に
な

る
と
さ
れ
、
が
ん
の
治
療
は
地
域
の
維
持
を

も
左
右
す
る
大
変
身
近
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
金
山
病
院
で
も
、
多
数
回
に
わ
た
る

入
院
理
由
の
ほ
と
ん
ど
は
が
ん
に
関
係
し
た

も
の
で
す
。
が
ん
の
治
療
に
お
い
て
は
地
域

で
生
活
し
な
が
ら
も
、
療
養
の
経
過
中
に
は

様
々
な
合
併
症
や
、
抗
が
ん
剤
治
療
、
そ
の

副
作
用
な
ど
、
緊
急
に
対
応
が
必
要
な
こ
と

も
あ
り
、
住
ん
で
い
る
所
の
近
く
で
入
院
対

応
で
き
る
病
院
が
必
要
で
す
。

　

近
年
、
地
方
病
院
の
医
師
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
医
師
不
足
で
手
術
が
行
え

な
く
な
っ
た
病
院
で
は
、
勤
務
を
望
む
医
師

の
確
保
が
困
難
で
す
。
医
師
が
不
足
す
れ
ば

病
院
が
成
り
立
た
な
く
な
る
。
医
師
不
足
の

悪
循
環
で
す
。
が
ん
の
治
療
、
救
急
医
療
共

に
、
手
術
の
で
き
る
病
院
が
あ
っ
て
こ
そ
で

き
る
こ
と
で
す
。
ま
た
救
急
医
療
で
外
傷
の

管
理
に
携
わ
る
医
師
は
、
が
ん
の
手
術
を
行

う
技
量
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

医
療
の
面
で
地
域
の
維
持
を
支
え
る
た
め
に

は
時
間
的
に
通
院
可
能
な
病
院
の
配
置
が
必

要
で
す
。
金
山
病
院
は
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
、
が
ん
の
治
療
、
救
急
医
療
を
行
う
た
め

に
手
術
の
で
き
る
病
院
と
し
て
地
域
に
貢
献

す
べ
く
努
力
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

下
呂
市
立
金
山
病
院　

顧
問　

古
田
智
彦

み
ん
な
で
減
塩

伸
ば
そ
う
健
康
寿
命

毎
月
17
日
は「
減
塩
の
日
」


